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平
成
二
十
四
年
日
置
市
消
防
出
初

式
が
、一
月
八
日
、伊
作
小
学
校
（
吹

上
）
と
吹
上
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
市
内
各
地
域
の
消
防
団
員
と
消
防

職
員
約
三
百
人
が
集
ま
り
、
地
域
の

住
民
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
の
式
に
な

り
ま
し
た
。

　
初
の
試
み
で
あ
る
街
頭
パ
レ
ー
ド

で
式
典
会
場
に
入
場
し
、
開
式
宣
言

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、分
列
行
進
に
規
律
訓
練
、

救
助
訓
練
に
放
水
演
習
と
さ
ま
ざ
ま

な
訓
練
を
実
施
。
放
水
演
習
で
は
、

伊
作
川
沿
い
で
吹
上
方
面
団
に
よ
る

一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
空
高
く
舞
い

上
が
る
放
水
に
、
見
物
に
来
て
い
た

地
元
住
民
か
ら
は
歓
声
が
聞
こ
え
ま

し
た
。

　
放
水
演
習
が
終
わ
る
と
、
会
場
を

吹
上
中
央
公
民
館
に
移
し
、
消
防
団

員
と
消
防
職
員
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
、
長
年
地
域
の
防
災

に
貢
献
し
て
き
た
九
十
四
人
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た(

表
彰
者
に
つ
い
て

は
次
頁
参
照)

。

　
式
典
の
最
後
に
田
代
幸
次
消
防
団

長
に
よ
る
答
辞
が
行
わ
れ
、
消
防
団

員
と
消
防
職
員
は
気
持
ち
を
一
つ

に
、
今
年
一
年
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年

　
日
置
市
消
防
出
初
式

パレード行進
　出初式典の前に約
４００ メートルにわた
り、街頭パレードを行
いました。約 ３００ 人の
消防団員、職員が整列
し行進してくる様子は
圧巻。消防本部、各方
面団の消防車も後に続
きました。一糸乱れぬ
行進に地域住民も拍手
で迎えました。

自分の住んでいる地域を守りたい。自分は防災で地域貢献。

①�建物に残された人の救助訓練
②各分団による分列行進
③消防職員による規律訓練

①

②③

☆火災件数
平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年

合　　計 ３５ ４８ ３２ ４６ ２９ ４８

地　域

東市来 　９ １１ 　７ 　８ 　６ 　６
伊集院 １０ １５ １１ １５ 　８ １３
日　吉 　８ １２ １０ 　９ 　５ １０
吹　上 　８ １０ 　４ １４ １０ １９



　◇消防庁長官　　永年勤続功労章
消防本部　　　　鉾之原　孝志

　◇日本消防協会　　勤続章 (30 年 )
日吉方面団　　　二石　純一　　諸正　博幸　　野元　覚
吹上方面団　　　山口　政幸
消防本部　　　　福永　義人

　◇県消防協会　　功績章
東市来方面団　　宇田　昇二
伊集院方面団　　鶴田　耕人　　松下　幹夫　　松元　薫
日吉方面団　　　今中　誠　　　坂中　正幸　　野元　政博
　　　　　　　　岩井田　睦男
吹上方面団　　　下窪　幸治　　坂上　晃一　　秋葉　幸広
　　　　　　　　田中　昌一

　◇県消防協会　　精績章
東市来方面団　　室之園　博樹　恒吉　晴美　　東郷　芳弘
　　　　　　　　東　浩史　　　平松　博幸
伊集院方面団　　西之園　健一　重留　勝
日吉方面団　　　上原　伸一　　宮脇　誠　　　原口　正悟
　　　　　　　　廣中　輝樹
吹上方面団　　　高田　利文　　池田　日道　　福田　誠
消防本部　　　　丸山　明孝　　比良　和隆　　平地　慎治
　　　　　　　　西原　悟史　　重水　康平

　◇県知事表彰　　50 年
東市来方面団　　北山　光宏　　徳永　匡是

　◇県知事表彰　　40 年
伊集院方面団　　古薗　俊一郎

　◇県知事表彰および市長表彰　　10 年
東市来方面団　　水澤　堅一　　木場　等　　　坂下　広行
　　　　　　　　小園　秀一　　西田　敬　　　中野　勇三
伊集院方面団　　川路　優治　　加世田　弘康　永江　浩
　　　　　　　　有村　荘一　　肥後　盛嗣　　中園　康弘
　　　　　　　　松下　辰美
日吉方面団　　　櫨元　修一　　上内　広信　　松村　健一
　　　　　　　　田中　和広　　上田平　住義
吹上方面団　　　鹿倉　和馬　　山下　浩司　　下園　忠征

　◇県消防協会日置支部　15 年表彰
東市来方面団　　迫田　弘利　　室之園　道治　
伊集院方面団　　貴島　明英　　新山　一弘　　宮原　良和
　　　　　　　　東　英夫
日吉方面団　　　原口　東　　　上口　浩行　　大西　勝成
　　　　　　　　元山　敏志　　阿多　崇宏
吹上方面団　　　濱村　義美　　東　正秋　　　小山田　剛
　　　　　　　　柳原　文男　　榊　満博　　　下園　生晃

　◇感謝状贈呈　　30 年勤続内助の功
日吉方面団　　　二石　孝子　　諸正　みちほ
吹上方面団　　　山口　さよ子

　◇感謝状贈呈　　25 年以上勤続退団者賞状
日置市消防団　　元吉　靖郎
東市来方面団　　徳永　匡是　　永山　一行　　荻　巧美
　　　　　　　　日高　耕一
伊集院方面団　　小園　和則　　馬場　利和　　福元　勝法
日吉方面団　　　正留　武久　　田麦　雅之　　辻　成人
吹上方面団　　　本山　孝行　　内迫　勝秀

出初式表彰
　長年にわたり地域の防災のために貢献し
てきた消防団員、職員に対して表彰が行わ
れました。50 年間消防団として活躍され
ている東市来方面団北山光宏団員の県知事
表彰をはじめ、多くの団員が表彰を受けま
した (敬称略 )。
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春の全国火災予防運動

平成 23年度全国統一防火標語

「消したはず　決めつけないで　もう一度」

　３月１日（木）から３月７日（水）まで、全国一斉に春の火災予防運動が実施されます。この運動は、火
災が発生しやすい時期を迎え、火災予防の知識を高めることで火災の発生を防止し、高齢者などを中心とす
る死者の発生を減少させることを目的としています。

防火訓練のお知らせ
　３月５日（月）８時 20分からグラード伊集院で防火訓練を実施します。
　サイレン吹鳴等で付近の方々にご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い致します。

2011 年　日置市消防統計

（枯草焼き）

火災４８件

救助２１件

過去３年間の
災害発生件数の推移

ＰＡ 連携 （緊急支援 ）９２件

救急２，１２４件

　前年比で 19 件増加しまし
た。火災による焼死者はあり
ませんでしたが、火の取り扱
いには十分注意しましょう。

　前年比で５件の増加になり
ました。
　交通死亡事故が多発してい
ます。交通ルールを守って安
全運転を心がけましょう。

　救急隊だけでの現場活動が困難と予想さ
れる場合は、消防車が同時に出動すること
があります。
　昨年は、心肺停止状態の出動がもっとも
多く、高速道路での事故や、ドクターヘリ
の支援にも出動しました。

　前年比で 126 件の増加になりました。
　重症患者への対応が遅れないためにも、救急
車の適正利用をお願いします。

年
種別 平成２０年 平成２１年 平成２２年
火　災 ３２件 ４６件 ２９件
救　急 １，８６０件 １，８２１件 １，９９８件
救　助 ２５件 ２５件 １６件
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住宅用火災警報器設置率（平成２３年１２月末現在）

ドクターヘリ始動！

住宅用火災警報器を設
置しましょう。

地域別設置率
伊集院　６１％　　日吉　８２％
東市来　７２％　　吹上　８２％

浜町ヘリポート（鹿児島市）から
県内各地までの所要時間

　住宅用火災警報器のおかげで、火災を未然に防いだ奏功事例が多数報告されています。
すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務化されましたが、まだ設置していない方は
早めの設置をお願いします。
　お近くのホームセンターや電気店、消防設備
業者などから購入できます。
　設置に関してわからないことがありましたら、
日置市消防本部までお問い合わせください。

問い合わせ先
消防本部・消防署　TEL ２７２－０１１９
北分遣所　　　　　TEL ２７４－０１１９
南分遣所　　　　　TEL ２９９－３０１９

　空飛ぶ救命室とも言われる「ドクターヘリ」が、
昨年 12月から鹿児島県でも運航開始されました。
　ドクターヘリの運航により、現場ですばやく「治療」
にとりかかることができるため、重症患者の救命率
の向上や後遺症の軽減が期待できます。

詳しくは鹿児島県HPまで
http://www.pref.kagoshima.jp/

ドクターヘリの要請から
搬送までの流れ

⑦医師の診断
　および処置

離島 40㎞範囲（10分）

60㎞範囲（15分）

85㎞範囲（20分）

指宿

南大隅

15㎞範囲（5分）

浜町HP
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日 置 市

地 域 包 括

支 援 セ ン タ ー

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
々

を
対
象
に
、
介
護
予
防
事
業
の
実
施
や
介
護
・
健
康
・
医
療

等
の
生
活
全
般
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
ご
と
を
受
け
て
、

専
門
分
野
の
職
種
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
チ
ー
ム
で
総
合

的
に
支
援
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、「
地
域
支
援
事
業
」
の
名
称
で
事
業
展
開
し
て

い
ま
す
が
、
介
護
保
険
料
は
、
こ
の
財
源
の
一
部
と
し
て
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
ご
と

　

介
護
に
関
す
る
相
談
ご
と
や
心
配
ご

と
、
悩
み
以
外
に
、
健
康
や
福
祉
、
医
療

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
ま
た
、
高
齢
者
だ

け
で
な
く
、
そ
の
家
族
、
近
隣
に
暮
ら
す

人
の
高
齢
者
に
関
す
る
相
談
ご
と
も
受
け

て
い
ま
す
。

　

相
談
を
受
け
た
後
は
、
適
切
な
機
関
に

つ
な
い
だ
り
連
携
を
取
り
な
が
ら
支
援
を

し
て
い
ま
す
。

○
権
利
を
守
る
こ
と

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
な
訪
問
販
売
や

消
費
者
金
融
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
高

齢
者
の
弱
み
に
つ
け
こ
ん
で
財
産
を
奪
っ

て
し
ま
う
事
件
、
虐
待
に
あ
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
介
護
疲
れ
に
よ
り
虐
待
を

し
て
し
ま
い
そ
う
、
病
気
等
に
よ
り
財
産

管
理
が
心
配
な
ど
の
場
合
も
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
機
関
と
協
力

し
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
ま
す
。

○
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
づ
く
り

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
属
さ
れ

て
い
る
専
門
職
員
は
、
介
護
の
知
識
を

持
っ
た
専
門
家
と
し
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

作
成
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
医
療
機

関
な
ど
と
連
絡
調
整
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
介
護
や
健
康
の
こ
と

　

毎
年
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
生
活
機
能

低
下
が
み
ら
れ
た
高
齢
者
に
は
「
介
護
予

防
教
室
」
へ
の
参
加
を
勧
め
、
運
動
を
中

心
に
し
た
３
カ
月
間
の
楽
し
い
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

足
腰
が
弱
く
な
っ
て
体
の
衰
え
を
感
じ

る
前
か
ら
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
介

護
予
防
事
業
や
地
域
で
の
催
し
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、要
介
護
認
定
で「
要
支
援
１
・
２
」

と
判
定
さ
れ
た
人
に
対
し
て
の
支
援
も
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
担
当
し
ま
す
。

○
任
意
事
業
の
実
施

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
を
実
施
し

ま
す
。
介
護
相
談
員
派
遣
事
業
、
家
族
介

護
用
品
支
給
事
業
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
事
業
な
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

高齢者の安心生活
をサポートする

高
齢
者
の
安
心
生
活
を

�

守
る
た
め
に

専門分野を生かして協力！
「チーム」でみなさんを支えます

②権利を守ります！

成年後見制度の紹介や虐待
への対応、消費者問題など

に対応します。

主任ケアマネジャー 社会福祉士 保�健�師

④地域の連携・協力体制を
支えます！

地域のケアマネジャーや事
業所の相談・支援やさまざ
まなネットワークづくりな
どにも取り組んでいます。

地域包括支援センター
地域支援事業

①総合相談窓口
「どこに相談すればいいか、
わからない」という時も、
まずはご連絡ください。介
護、医療、健康づくり、財
産管理、虐待などどんなこ
とでも大丈夫です。

③自立して生活できるよう
支援します！

　・要支援１・２と認定
　　された方への支援
　・介護予防事業の実施
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介
護
予
防
事
業

　

介
護
予
防
の
た
め
に
は
、
定
期
的
に
自
分
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
心
身
の
状
態
や
生
活
し
て
い
く
力
（
生
活
機
能
）
が
低
下
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
早
め
に
知
り
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
る
前
に
、

介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

本
市
で
は
、
毎
年
、
25
項
目
か
ら
な
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
票
（
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
を
65
歳
以
上
の
高
齢
者
全
員
（
介
護
認
定
者
を
除

く
）
に
配
布
し
、生
活
機
能
が
低
下
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
方
に
は
、

介
護
予
防
教
室
「
い
つ
ま
で
も
元
気
教
室
」
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

▲�　生活機能の低下が認められた方は多いものの、「畑仕
事が忙しい」「もう年だからいい」と断る高齢者が多く、
参加者はまだまだ少ない状況です。体の衰えは自分自身
では気づかない場合もあるため、早めの対策が必要です。
　　ぜひ、ご参加ください。

≪平成 23年度地域別「いつまでも元気教室」参加人数≫
伊集院 東市来 日　吉 吹　上

65歳以上
79歳以下 21 23 7 13
80 歳以上 22 15 11 16

 ◎教室までの流れ
健康チェック票の配布・回収

➡
結果説明会
➡

介護予防教室
「いつまでも元気教室」開催

※生活機能の低下が認めら
れた方には、結果説明会の
案内が包括支援センターか
ら届きます。
　まずは結果説明会に参加
して、自分の状態を知るこ
とが第一歩です！

　
・
転
ば
な
く
な
っ
て
き
た
。

　
・
足
の
し
び
れ
が
少
な
く
な
り
、
散
歩
が
楽
に
な
っ
た
。

　
・
友
達
が
で
き
て
と
て
も
楽
し
く
、
前
向
き
に
な
っ
た
。

　
・
口
腔
体
操
を
習
い
、
喉
の
つ
か
え
が
な
く
な
っ
た
。

　
・�

腰
を
曲
げ
て
歩
い
て
い
た
が
、
ま
っ
す
ぐ
立
て
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
・�

口
の
手
入
れ
方
法
を
詳
し
く
教
え
て
も
ら
い
、
口
臭
が

な
く
な
っ
た
。

　
・�

栄
養
の
面
談
で
じ
っ
く
り
あ
り
の
ま
ま
を
相
談
で
き
た
。

　
・�

片
足
立
ち
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
先
生
方
の
指
導
で
幾

分
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
・�

唾
液
が
十
分
出
る
よ
う
に
な
り
、食
事
が
お
い
し
く
な
っ

た
。

参
加
者
の
声

介護予防教室風景

茶話会で仲間づくり

筋力をつける体操
歯科指導栄養指導

3カ月ともに頑張った
仲間で集合写真

皆勤賞もらいました！

　

年
齢
と
と
も
に
現
れ
る
心
身
の
老
化
に

対
し
て
、
年
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
思
っ

て
放
っ
て
お
い
て
は
、
寝
た
き
り
や
認
知

症
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

元
気
な
う
ち
か
ら
心
身
の
老
化
を
防
ぐ

「
介
護
予
防
」
に
取
り
組
み
、
い
つ
ま
で

も
自
分
ら
し
く
自
立
し
た
生
活
を
実
現
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
が
、
私
た
ち
の
介
護
給

付
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

介
護
は
長
期
に
わ
た
る
こ
と
も
多
く
、

家
族
だ
け
で
頑
張
っ
て
も

限
界
が
あ
り
ま
す
。
無
理

を
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
や
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に

利
用
し
て
介
護
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
や
悩
ん
だ

と
き
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で

日置市地域包括支援センターの連絡先
日置市伊集院町郡一丁目１００番地（日置市役所内）
電話　２７３－２１１１（代表）
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　日置市消費生活相談窓口に寄せられる消費生活相談の約４割は、６５ 歳以上の高齢者です。高齢者
の相談件数は増加傾向を続けており、契約購入金額も相談全体の平均に比べて非常に高額です。
　高齢者が消費者トラブルに巻き込まれるケースには、次のような特徴があります。

<特徴１>　だまされたことに気づきにくい
　「わたしはだまされたことがない」と言う方も
話しをしていくと、高額な契約をさせられている
場合があります。
　悪徳業者はやさしい言葉で近寄り、高齢者の話
し相手になってくれます。親しくなった販売員を
慕って契約するケースもあります。疑うことを前
提としない高齢者の中には、まさか自分がだまさ
れているとは思わないことも多いようです。

<特徴２>　被害にあってもだれにも相談しない
　被害にあったと自覚している方でも、だれにも相談しな
い場合が少なくありません。被害にあったことを恥ずかし
く思い、家族に迷惑をかけたくない、だまされた自分が悪
いと自らを責める方もいます。
　また悪徳業者の中には、巧みなセールストークで不安を
あおったり「だれにも話してはいけない」と口止めをした
りするケースもあります。

　高齢者は悪質商法の被害にあっても、「だまされたことに
気づかない」、「だまされたことを恥ずかしく感じ、誰にも相
談しない」というケースが多くあります。そこで大切なのが、
地域ぐるみの見守りです。日ごろからあいさつをかわし連絡
をとりあえば、何か異変があったときもすぐに気づくことが
できます。

注意するポイント
○最近お金に困っているようだ。
○業者がよく家に出入りしている。
○訪問や電話におびえている。
○家の中に見慣れない段ボール箱
　や商品がたくさんある。・・など

ご家族、住民の方へ

　地域ぐるみで高齢者を守りましょう！

高齢者の被害が増加！

このような様子が見られたら、本人に確認をとり、すみやかに市消費生活
相談窓口などに相談してください。
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あなたも気をつけて！「訪問販売」
　今回は、相談の中から「訪問販売」の事例を紹介します。

「少しでも不審に感じたら、すぐに応じずに、最寄りの警察か市消
費生活相談窓口などに相談しましょう。」
 日置市消費生活相談ホットライン　TEL ２７３－２１７２
本 庁 商 工 観 光 課　TEL２７３-２１１１　東市来支所地域振興課　TEL２７４-２１１１
日吉支所地域振興課　TEL２９２-２１１１　吹上支所地域振興課　TEL２９６-２１１１
※　市消費生活相談窓口では、土・日・祝日を除き、消費生活相談員が対応します。

相談員からのワンポイントアドバイス

≪日置市に寄せられた相談事例≫
　原発事故による節電や省エネ志向に便

乗し「光熱費が安くなった分で支払いが

可能」、「国から補助金が出る」など、よ

い話ばかり長時間、聞かされた。

　その上、「今日でないとだめだ」と言わ

れ、急がされ、太陽光パネル設置の契約

をしてしまった。

　よく考えると高額で、長期間支払うこ

とができるかどうか不安になった。

１　突然訪問してきて、その場で契約を迫るような業者には要注意
２　必要ないと思ったら、「お断りします」などと、はっきりと断る
３　契約する際は、ほかの業者からの見積りをとるなど、検討が必要
４　契約した場合でも、おかしいと思ったら一人で悩まず相談を！

突然訪問「太陽光パネルを設置しませんか」に注意！

「太陽光パネルを設置しませんか」と信用のある業者
の職員を装って、上記で紹介したように言葉巧みに
契約をさせ、高額な請求をする訪問販売の被害が増
えています。
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地
区
公
民
館
の
取
り
組
み
か
ら

　

地
区
公
民
館
は
、
小
学
校
区
ま
た
は
以
前
小
学

校
区
だ
っ
た
範
囲
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
内
に
は
、
受
け
継
が
れ
て
き

た
伝
統
や
風
習
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
自
治
会
や

学
校
、
時
に
は
家
で
つ
な
が
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
中
に
は
途
絶
え
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

貴
重
な
文
化
を
後
世
に
引
き
継
ぎ
、
地
域
づ
く

り
に
生
か
す
受
け
皿
の
ひ
と
つ
が
地
区
公
民
館
。

そ
こ
か
ら
、
途
絶
え
た
行
事
を
復
活
さ
せ
よ
う
と

い
う
機
運
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
新

た
な
文
化
を
育
も
う
と
い
う
取
り
組
み
も
あ
り
ま

す
。

　

今
回
は
、
地
区
単
位
の
多
様
な
事
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

伝統・風習・産業・安全を
つなぎ、引き継ぐために

　
元
旦
。
市
内
に
は
地
区
民
が
会
し

て
、
新
年
祝
賀
式
を
行
う
地
区
が
13

カ
所
あ
り
ま
す
。

　
登
山
で
初
日
を
拝
ん
だ
り
、
児
童

や
生
徒
が
新
年
の
抱
負
を
述
べ
た

り
。
そ
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

式
後
の
新
年
会
で
は
「
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
」
と
「
今
年
も
元
気
で

地
区
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
」
が
交

錯
し
ま
す
。

　
炎
に
は
じ
け
る
竹
の
音
で
災
厄
を

は
ら
い
、
一
年
の
無
病
息
災
を
祈
る

鹿
児
島
の
伝
統
行
事
「
鬼
火
焚
き
」。

子
ど
も
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
集
落

ご
と
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
途

絶
え
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
単
位
で
は
行
え
な
く
な
っ

た
鬼
火
焚
き
が
、
範
囲
を
広
げ
て
取

り
組
む
こ
と
で
つ
な
が
っ
た
地
区
も

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
坊
野
地
区
で
は
鬼
火
焚
き

に
合
わ
せ
て
、
健
康
づ
く
り
活
動
や

花
火
事
業
を
行
い
、
異
年
齢
層
の
交

流
で
、
地
区
の
活
気
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
炎
に
照
ら
さ
れ
る
今
と
昔
の
子
ど

も
の
笑
顔
が
、行
事
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

地
域
の
農
産
物
な
ど
を
持
ち
よ

り
、
販
売
す
る
「
産
業
祭
」
も
数
地

区
公
民
館
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
身
近
な
生
産
者
が
表
示
さ
れ
た
産

物
を
、
地
区
民
が
評
価
し
な
が
ら
買

い
求
め
る
と
い
う
、
文
字
通
り
、
地

産
地
消
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
正
直
な
評
価
は
、
地

元
生
産
者
の
意
欲
向
上
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
住
吉
地
区
産
業
祭
で
は
、
自
慢
の

野
菜
や
工
芸
品
を
、
地
区
民
が
セ
リ

で
値
付
け
し
ま
し
た
。

　
和
田
地
区
で
は
、
地
域
づ
く
り
の

実
践
と
並
行
し
て
、
地
区
民
の
意
識

を
高
め
よ
う
と
、
地
区
文
化
祭
で
講

演
会
を
開
催
。
鹿
児
島
大
学
の
菱
山

准
教
授
が「
自
治
や
協
働
の
活
動
は
、

参
加
を
確
保
し
、
歩
み
寄
る
こ
と
の

で
き
る
こ
と
が
大
切
」「
地
域
安
全

の
確
保
は
、
散
歩
や
井
戸
端
会
議
な

ど
、
何
気
な
い
日
常
生
活
の
中
に
あ

る
」
と
示
唆
を
与
え
ま
し
た
。

　
妙
円
寺
地
区
で
は
一
月
、
妙
円
寺

団
地
守
り
隊
が
出
初
式
。「
青
パ
ト

５
台
で
日
々
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
続
け

て
い
る
。
明
る
く
住
み
よ
い
地
区
を

皆
さ
ん
の
協
力
で
」
と
、
常
深
隊
長

は
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
式
に
先
駆
け
て
約
300
人
の
地
区
民

が
参
加
し
て
、
防
火
訓
練
も
実
施
。

同
日
、
地
区
体
育
協
会
に
よ
る
ジ
ョ

ギ
ン
グ
大
会
も
開
催
さ
れ
、
そ
の
警

備
を
守
り
隊
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
地
区
公
民
館
に
は
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
多
彩
な
取
り
組
み
が
あ
り

ま
す
。

㉚㉚

地区民が集う新年拝賀式 (1/1 野首地区 )

地域安全の結束を高める出初式 (1/29妙円寺地区 )

地元の野菜を笑顔で値付け (12/11 住吉地区 )

鬼火のおき火で餅焼きを楽しむ (1/7 美山地区 )

新
年
祝
賀
式

鬼
火
焚た

き

地
産
地
消

地
域
安
全
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すべての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用を

飲酒・暴走等無謀運転の根絶と
過労運転の防止

子どもと高齢者の交通事故防止

交通事故のない街づくり！ 日置警察署交通課

日置警察署から交通事故防止のお願い
＜平成 ２３ 年中の交通事故発生状況＞

交通事故の特徴
１　種類別～追突、自損事故が多い

２　原因別～前方不注視、安全不確認が多い

３　年齢別～高齢者の交通事故が多い

４　道路形状別～交差点事故が多い

５　その他～飲酒事故が多い

●管内の交通事故発生状況

件数 死者 傷者 物損事故
平成 23年 270 3 353 950
前年対比 － 2 ±０ ＋28 ＋26
●町別の人身・物損事故発生状況

伊集院 東市来 日吉 吹上
人身事故 144（1） 64 19 43（2）
物損事故 521 235 70 132

（　）は死亡事故

　シートベルトと
チャイルドシートは
大切な命を守る有効
なものです。
★乗せる責任
　�　同乗者のベルト
着用をしっかり確
認しましょう。

★乗せられる責任
　　後部座席でも確実に着用しましょう。
★抱っこでは支えきれません！
　�　大切な子どもを守れるのはチャイルドシー
トだけです。

大人の責任、忘れないで！！

　現代を築いてきたお年寄りや次代を担う子
どもたちを交通事故から守りましょう！
★�　「交通事故に遭ったらたいへん、交通事故
はいやだ！」、「車に気をつけよう！」とい
う『交通安全の心』をしっかりと育てましょ
う。
★�　夜間の外出時は、ドライバーから見えや
すい明るい服装と反射材を着
用し、自分の存在をアピール
しましょう。
★�　通り慣れた道路の横断でも、
渡る前の「止まる」「見る」「待
つ」のゆとりを持ちましょう。

★�　決して逃れることのできない法的・社会的代
償があることを忘れないでください！！
　�　飲酒運転根絶のために「飲酒運転をしない、
させない、許さない」社会環境をつくりましょ
う。
★�　スピードの出し過ぎや無理な追い越しなど
は重大事故につながります。
　�　自らの運転技術を過信することなく安全意
識の高い、スマートな運転を実践しましょう。
★�　無理のないゆとりのある運転計画を立てま
しょう。
　�　眠気を感じたら、安全な
場所に車を止めて休憩しま
しょう。
　�　「あと少し」の無理がす
べてを無くします。

免許証の自主返納のメリット制度　� 　
　日置市に在住し、運転免許保有の 65 歳以上
の方で免許証を自主返納された方は、次のメ
リットを受けることができます。
★タクシー割引制度

★温泉施設割引制度

利用料金が
１割引

入浴料金が
割引

　・伊集院タクシー�
　・吉村タクシー　�
　・ひまわり交通　�
　・第一タクシー　�
　・湯ノ浦タクシー�
　・内田タクシー　�

　・ゆすいん　　　　　　�
　・えぐち家　　　　　　�
　・ゆーぷる吹上　　　　�
　・日吉老人福祉センター�

安全の願いを込めて
免許返納
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チームの想いを込めて寄付金を手渡しました地域発展のために活動しています

　

日
吉
地
域
女
性
大
会
が
、
一
月

十
五
日
、
日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
住
吉
小
学
校
児
童
に
よ
る
「
す
み

よ
し
エ
イ
サ
ー
」
で
開
幕
し
、
上
園

博
文
市
企
画
課
長
が
「
母
へ
の
熱
き

思
い
」
と
題
し
て
講
演
。
参
加
者
は

楽
し
い
講
演
に
笑
い
な
が
ら
も
熱
心

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
活
動
発
表
で
は
、
食
生
活
改

善
推
進
員
連
絡
協
議
会
が
、
特
定
健

診
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
の
大

切
さ
を
寸
劇
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
三
年
度
統
計
功
績
者
と

し
て
、
平
成
二
十
二
年
国
勢
調
査
員

を
務
め
た
清
藤
藤
一
さ
ん
、
南
宏
機

さ
ん
、
永
吉
恭
子
さ
ん
が
、
総
務
大

臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
面
会

で
き
な
い
世
帯
に
何
度
も
出
向
く
な

ど
、
調
査
票
の
回
収
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
上
み
ゆ
き
さ
ん
が
、
鹿
児
島

県
統
計
協
会
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
上
さ
ん
は
、
工
業
統
計
調

査
に
六
回
従
事
さ
れ
た
ほ
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
調
査
に
長
年
に
わ
た
り
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
統
計
調
査
員
の
地
道
な
調
査
活
動

に
よ
り
正
確
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
結

果
は
、
国
や
地
域
の
政
策
等
に
活
用

す
る
貴
重
な
資
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
二
月
六
日
、
小
野
馬
場
な
で
し

こ
会
が
、福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
平
成
二
十
一
年
に
小

野
馬
場
自
治
会
の
女
性
部
で
結
成
さ

れ
、
福
祉
施
設
の
慰
問
、
入
居
者
へ

の
語
り
か
け
や
手
助
け
な
ど
の
活
動

を
隔
月
行
っ
て
お
り
、
二
十
四
人
の

会
員
が
無
理
の
な
い
よ
う
交
代
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
む
地
域
社
会
の

中
で
、
お
互
い
に
支
え
あ
う
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
繋
が
っ

て
い
く
よ
う
に
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

　
こ
の
日
は
、
五
人
の
会
員
が
施
設

入
居
者
の
衣
類
へ
の
名
札
の
つ
く
ろ

い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
月
七
日
、
伊
集
院
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
県
交
通
被

災
者
た
す
け
あ
い
協
会
に
寄
付
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
チ
ー
ム
に

入
れ
な
い
友
達
が
い
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
」
と
結
成
当
時
の
監
督

が
提
案
。
交
通
遺
児
の
た
め
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
、
三
十
五
年
間
寄

付
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
三
十
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ

お
年
玉
を
持
ち
寄
り
集
め
た
寄
付
金

を
、
輝
祐
冶
主
将
が
日
置
警
察
署
で

手
渡
し
ま
し
た
。

　
一
月
十
九
日
、
伊
集
院
経
営
者
ク

ラ
ブ
ク
ー
ポ
ン
委
員
定
例
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
伊
集
院
経
営
者
ク
ラ
ブ
に
は
、
伊

集
院
で
開
業
し
て
い
る
若
手
経
営
者

が
三
十
九
人
所
属
。
市
庁
舎
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
手
助
け
に
な
る
手
す
り

の
寄
付
な
ど
地
域
住
民
、
地
域
活
性

化
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
三
月
に
南
日
本
新
聞
の
折
り
込
み

で
ク
ー
ポ
ン
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

教育・文化

一
人
ひ
と
り
の
知
恵
と
活
動
で

総
務
大
臣
表
彰
、
県
統
計
協
会
会
長
表
彰
を
受
賞

支
え
あ
う
地
域
づ
く
り

同
じ
年
代
の
友
達
の
た
め
に

地
域
活
性
化
の
た
め
に

日
吉
地
域
女
性
大
会

平
成
23
年
度
統
計
功
績
者
表
彰

小
野
馬
場
な
で
し
こ
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

伊
集
院
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
寄
付

伊
集
院
経
営
者
ク
ラ
ブ

寸劇で特定検診、がん検診の大切さを学びました

ボランティア活動を通して地域づくりを

左から清藤さん、上さん、永吉さん、南さん
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たくさんの子どもが聞き入っていました

　
韓
国
の
代
表
的
食
べ
物
の
「
キ
ム

チ
」
を
作
る
講
座
が
、
吹
上
・
伊
集

院
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
市
民
に
も
っ
と
韓
国
の
食

文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
市

国
際
交
流
員
の
李リ
ジ
ュ
ン
ギ
ョ
ン

濬
京
交
流
員
を
講

師
に
実
施
。
今
回
は
、
計
二
十
二
人

が
本
場
韓
国
の
キ
ム
チ
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　
本
場
韓
国
の
唐
辛
子
を
は
じ
め
と

し
た
調
味
料
を
大
根
に
混
ぜ
合
わ
せ

る
と
、
真
っ
白
な
大
根
が
み
る
み
る

赤
く
染
ま
り
、良
い
香
り
が
部
屋
い
っ

ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
ー
プ
状
の
キ
ム
チ
「
ド

ン
チ
ミ
」
は
、
唐
辛
子
を
使
わ
な
い

た
め
透
明
で
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
、

変
わ
っ
た
種
類
の
キ
ム
チ
に
参
加
者

は
興
味
津
々
で
楽
し
み
な
が
ら
調
理

し
ま
し
た
。

　
一
月
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
四

日
間
、
北
海
道
弟て

し
か
が
子
屈
町
中
学
生
派

遣
団
十
六
人
（
弟
子
屈
中
七
人
、
川

湯
中
四
人
、
引
率
五
人
）
が
、
日
置

市
を
訪
れ
、
学
校
訪
問
や
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
旧
東
市
来
町
と
弟
子
屈

町
と
の
間
で
姉
妹
町
盟
約
の
締
結
す

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
土
木
技
師
永

山
在
兼
氏
を
縁
に
始
ま
っ
た
交
流
事

業
で
、
平
成
二
年
か
ら
隔
年
ご
と
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
行
は
、
永
山
在
兼
氏
の
墓
参
り

で
旅
の
無
事
を
祈
願
し
た
後
、
今
が

旬
の
イ
チ
ゴ
狩
り
や
薩
摩
焼
体
験
等

を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
市
来
・
上
市
来
両
中
学

校
で
の
交
流
会
で
は
、
一
緒
に
給
食

を
食
べ
な
が
ら
お
互
い
の
町
の
違
い

な
ど
を
楽
し
く
意
見
交
換
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
今
夏
に
は
、
東
市
来
地
域
の
訪
問

団
が
、
弟
子
屈
町
を
訪
れ
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
な
ど
の
交
流
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
一
月
十
七
日
、
日
置
地
域
の
葉
た

ば
こ
生
産
農
家
が
、
吹
上
地
域
中
田

尻
の
共
同
育
苗
ハ
ウ
ス
で
播
種
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
夏
に
、
日
本
た
ば
こ
産

業
（
Ｊ
Ｔ
）
が
廃
作
を
募
っ
た
こ
と

で
、
高
齢
化
の
進
ん
で
い
た
日
置
市

内
十
五
戸
の
葉
た
ば
こ
農
家
の
う
ち

八
戸
が
廃
作
し
、
耕
作
農
家
は
七
戸

と
な
り
ま
し
た
。
面
積
も
約
十
六
㌶

に
減
少
し
ま
し
た
が
、
若
手
を
中
心

に
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
品
質
と
反
収

の
向
上
を
目
標
に
研
究
を
重
ね
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
生
産
者
と
た
ば
こ
耕

作
組
合
、
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
日
置
、
農
政

関
係
者
が
多
数
参
加
し
、
豊
作
祈
願

の
あ
と
、
ハ
ウ
ス
内
に
並
べ
ら
れ
た

親
床
に
均
一
に
な
る
よ
う
肥
料
に
混

ぜ
込
ま
れ
た
種
を
丁
寧
に
ま
き
ま
し

た
。

　
日
新
小
学
校
家
庭
教
育
学
級
主
催

の
「
冬
に
集
う
お
話
会
」
が
、
一
月

二
十
二
日
、
日
新
自
治
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
子
ど
も
と
保
護
者
、

地
域
の
方
々
な
ど
約
百
人
が
集
ま
り
、

火
鉢
を
囲
み
な
が
ら
民
話
や
昔
話
を

静
か
に
じ
っ
く
り
と
聴
き
ま
し
た
。

　
大
型
紙
芝
居
や
大
型
絵
本
、
創
作

紙
芝
居
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
た
く
さ
ん
の
お
話
を
楽
し
み
、

す
っ
か
り
お
話
の
世
界
に
溶
け
込
ん

で
い
ま
し
た
。

色
ん
な
キ
ム
チ
を
味
わ
っ
て
！

南
国
の
地
で
友
情
を
深
め
合
う

転
機
の
年
、
豊
作
を
願
っ
て

火
鉢
を
囲
み
楽
し
い
ひ
と
と
き

キ
ム
チ
作
り
講
座

姉
妹
都
市
中
学
生
交
流
事
業

葉
た
ば
こ
播
種
式

冬
に
集
う
お
話
会

全員で永山在兼氏の墓参り

種は小さくて判別が難しい

作り方のコツを伝授

みんな楽しみながら作りました
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一
月
二
十
五
日
、
日
吉
農
業
き
ば

ろ
会
主
催
の
初
め
て
の
桜
島
大
根
品

評
会
が
、
吉
利
物
産
店
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
き
く
見
事
に
育
て
ら
れ
た

桜
島
大
根
。
実
は
同
会
の
研
修
会
が

き
っ
か
け
で
栽
培
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
で
は
毎
年
二
回
ほ
ど
研
修
会

を
実
施
。
昨
年
七
月
の
研
修
会
で「
日

吉
で
も
変
わ
っ
た
作
物
の
研
修
会
が

で
き
な
い
か
」
と
提
案
が
あ
り
、
鹿

児
島
大
学
名
誉
教
授
の
衛
藤
威
臣
先

生
を
講
師
と
し
て
招
き
、
桜
島
大
根

の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
研
修
後
、
衛
藤
先
生
か
ら
桜
島
大

根
の
種
を
譲
り
受
け
、
そ
の
種
を
栽

培
し
成
長
し
た
も
の
が
、
今
回
初
め

て
の
品
評
会
に
出
品
さ
れ
た
桜
島
大

根
は
二
十
四
本
で
す
。
丹
精
込
め
て

栽
培
さ
れ
た
大
き
な
桜
島
大
根
を
見

て
、
衛
藤
先
生
も
び
っ
く
り
し
て
い

ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞

に
輝
い
た
の

は
十
五・〇
五

㌕
を
出
品
し

た
下
内
久
史

さ
ん
で
し
た
。

観光・イベント

燃
え
上
が
る
炎
に
無
病
息
災
を
祈
る

畳
上
の
熱
戦

魅
せ
る
足
技 

！
ゴ
ー
ル
を
狙
え
！

今
が
旬
！
　
真
っ
赤
な
い
ち
ご

各
地
域
鬼
火
焚
き

吹
上
地
域
小
学
生
「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
か
る
た
取
り
大
会

Ｆ
カ
ッ
プ
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

観
光
い
ち
ご
農
園
開
園

　
新
春
の
伝
統
行
事
で
一
年
の
災
厄

を
は
ら
う
鬼
火
焚
き
が
、一
月
七
、八

日
に
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
扇
尾
地
区
（
日
吉
）で
は
、高
さ
十

数
㍍
の
や
ぐ
ら
が
火
の
粉
を
飛
ば
し

な
が
ら
一
気
に
燃
え
上
が
り
、竹
の

は
じ
け
る
音
が
周
り
の
山
々
に
こ
だ

ま
し
ま
し
た
。ま
た
、新
春
花
火
大
会

も
行
わ
れ
、冬
空
を
彩
る
花
火
に
寒

さ
も
忘
れ
て
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
域
と
も
参
加
者
は
、夜
空
に

む
け
て
大
き
く
燃
え
上
が
る
炎
を
前

に
、今
年
一
年
の
無
病
息
災
な
ど
を

祈
り
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
三
日
、吹
上
砂
丘
荘
で

「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」か
る
た
取
り
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、日
新
公
顕
彰
会
が
主
催
し

て
毎
年
行
っ
て
お
り
、今
年
で
七
回

目
。地
域
内
の
各
小
学
校
か
ら
六
十
四

人
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
三・四
年
の
部
で
優
勝
し
た
下
園
海か

い

翔と

く
ん
は
「
一
回
戦
が
一
番
緊
張
し

ま
し
た
。学
校
の
か
る
た
取
り
大
会
で

は
負
け
た
け
ど
優
勝
で
き
て
う
れ
し

い
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
（
優
勝
の
み
）

一・二
年
の
部　
下
園
晃
洋
（
和
田
）

三・四
年
の
部　
下
園
海
翔
（
和
田
）

五・六
年
の
部　
宿
里
麻
衣
（
伊
作
）

　

一
月
二
十
二
日
、吹
上
浜
公
園
体

育
館
で
第
十
五
回
Ｆ
カ
ッ
プ
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、県
内
各
地

か
ら
十
六
チ
ー
ム
が
出
場
し
、熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
チ
ー
ム
か
ら
、職
場
の

同
僚
で
結
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
チ
ー
ム
編
成
な
が
ら

も
、め
ま
ぐ
る
し
い
攻
防
や
激
し
い

競
り
合
い
も
多
く
見
ら
れ
、観
戦
者

も
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り（
優
勝
の
み
）

　
優
勝　
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ

　
「
い
ち
ご
の
日
」に
ち
な
ん
だ
一
月

五
日
、東
市
来
地
域
の
観
光
い
ち
ご

農
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

開
園
式
で
は
、園
主
の
片
平
清
美

さ
ん
が
「
県
内
品
種
『
さ
つ
ま
お
と

め
』に
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
栽
培
し
ま

し
た
。た
く
さ
ん
の
人
に
食
べ
て
も

ら
い
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ゆ
の
も
と
記
念
病
院
保
育
室
の
園

児
た
ち
は
、パ
ッ
ク
を
片
手
に
早
速

い
ち
ご
狩
り
を
体
験
。丸
々
実
っ
た

大
粒
の
い
ち
ご
を
楽
し
そ
う
に
摘
み

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
農
園
は
五
月
ま
で
開
園
予
定
で
す
。

無病息災をお願いしました

真剣な眼差しでかるたを見つめる参加者

大きな大根が並びました

ゴール前の激しい攻防

早速、おいしいいちごをパクリ

大
き
な
桜
島
大
根
が
一
堂
に

桜
島
大
根
品
評
会
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最
先
端
の
が
ん
治
療
を
ご
存
知
で
す
か

が
ん
粒
子
線
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー

知
り
合
い
へ
の

 

ふ
る
さ
と
の
便
り
に

市
民
サ
ー
ビ
ス

 

向
上
を
目
指
し
て

「
広
報
ひ
お
き
」
年
間
購
読
者
募
集

組
織
配
置
の
見
直
し

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
へ
の
行
政
情
報

や
市
内
各
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
・
行

事
な
ど
の
お
知
ら
せ
と
し
て
、「
広
報

ひ
お
き
」
を
発
行
し
、
各
世
帯
へ
配

布
し
て
い
ま
す
。

　
市
外
在
住
の
郷
土
出
身
者
な
ど
で
、

「
広
報
ひ
お
き
」
年
間
購
読
を
ご
希
望

の
方
に
は
、有
料
に
よ
る
発
送
も
行
っ

て
い
ま
す
。
お
知
り
合
い
の
方
へ
の

ふ
る
さ
と
の
便
り
と
し
て
ご
利
用
し

て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
「
広
報
ひ
お
き
」
年
間
購
読
を
ご
希

望
の
場
合
は
、
企
画
課
広
報
統
計
係

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
自
治
振

興
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
年
間
購
読
料
】　
二
千
円

　

平
成
二
十
四
年
度
分
は
、
平
成

二
十
四
年
四
月
号
か
ら
平
成
二
十
五

年
三
月
号
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
民
福
祉
部
介
護
保
険

課
は
、
本
庁
舎
の
ス
ペ
ー
ス
の
問
題

か
ら
妙
円
寺
団
地
内
の
旧
広
域
連
合

事
務
所
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
鹿
児
島
県
旧
伊
集
院
合
庁
に

あ
る
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
借
用
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
関
係
す
る
組
織
配
置

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

介
護
保
険
や
健
康
保
険
、
福
祉
分
野

の
連
携
が
強
化
さ
れ
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
組
織
配
置
見
直
し
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
左
表
を
参
照
く
だ

さ
い
。

※
伊
集
院
合
庁
に
移
転
す
る
産
業
建

設
部
等
の
新
し
い
電
話
番
号
や
業
務

内
容
等
は
、
三
月
下
旬
発
行
の
「
広

報
ひ
お
き
お
知
ら
せ
版
」
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市役所本庁舎 旧伊集院合庁２階
産業建設部 産業建設部
　農林水産課 １階⇨ 　農林水産課
　建設課 ２階 　建設課
農業委員会 １階 農業委員会

市役所妙円寺事務所
市役所本庁舎 ⇦ 市民福祉部

市民福祉部 　介護保険課
　介護保険課 ２階
　健康増進係 １階⇦ 市役所健康増進施設

健康保険課
　健康増進係

最先端のがん治療「粒子線治療」情報
　メディポリス指宿（指宿市）の「がん粒子線治療研究センター」
では、平成 ２３ 年４月の本格稼動より、１７０ 人を越える患者さん
の粒子線治療を実施してきました。
「粒子線治療」は、がん病巣にピンポイントに照射ができること
から、副作用を最小限に抑えることができます。また、治療中
は、熱や痛みを感じることがないため、高齢者にも優しい治療
法です。また、がん治療を行う施設とリゾート施設を融合した
「医療リゾート」での治療は、患者さんそれぞれのライフスタイ
ルに合わせて、仕事をしながら通院で治療を受ける方、ご家族
とともに滞在しながら治療を受ける方などさまざまです。

粒子線治療の適
応とされるがん

ただし、胃や腸
など消化管のが
ん、複数のリン
パ節転移のある
がん、血液のが
んなどは、粒子
線治療の適応に
はなりません。

治療費について
　先進医療として行われる粒子線治療の技術料は、公的医療保険の対象外であるため、全額自己負担となります。がん
の種類や大きさ、照射回数に関係なく、２８８ 万３千円かかります。最近では、民間の医療保険でがんの粒子線治療をカバー
できる商品も増えてきています。

「粒子線治療費利子補給事業」が開始されました！（鹿児島県）
鹿児島県では、平成 ２３ 年４月から県民が粒子線治療を受けやすい環境を整備するため、当センターで治療を受ける患者
さん、またはそのご家族等が、治療費を金融機関から借り受けた場合に、利子の一部を助成する制度が開始されました。
・利子補給の対象者
　「がん粒子線治療研究センター」で粒子線治療を受け、治療費の支払いのために金融機関から借入を行った患者本人ま
たは、その家族等（親族、同一世帯に属する方）。
　ただし、患者本人は、治療開始時点において、県内に１年以上在住している方であり、世帯全員の課税総所得金額が
６００ 万円以下の世帯に属する方。
・借入限度額および利子補給の割合等
　①対象借入金
　　金融機関からの借入金のうち粒子線治療相当額（限度額：２８８ 万 ３ 千円）
　②利子補給率
　（１）年利率（６％以内）の１００％・・・住民税非課税世帯に属する方
　（２）年利率（６％以内）の ５０％・・・世帯全員の課税総所得金額が ６００ 万円以下の世帯に属する方
　③利子補給期間
　　５年（６０ 月）を限度
※申請に必要な資料等は、県ホームページからのダウンロードおよび各地域振興局保健福祉環境部保健企画課で入手できます。

詳しくはお問い
合わせください

財団法人メディポリス医学研究財団
がん粒子線治療研究センター
鹿児島県指宿市東方 5188 番地
TEL:0993－23－5188

患者さん相談窓口　TEL:0993－24－3456
http：／／www.meｄipoｌis－ptrｃ.org／

行政からのお知らせ　　　　　　　　　　

ふるさとを感じてみませんか

頭蓋底

頭頸部
肺

縦隔

膵臓肝臓

腎臓

前立腺がん 骨軟部組織

ほかの限局性のがん

直腸がん
術後再発

子宮・膣
悪性黒色腫のみ
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

69
こころの健康づくり講演会
みんなでひろげよう！「元気な市民づくり運動」
～自殺について身近な問題としてとらえること、それが自殺対策の第一歩です～

　自殺死亡率は一時減少傾向にありましたが、最近増加している傾向がみられます。
　日置市健康実態調査では、「市民の 6割がストレスを感じている」「男性の 3人に 1人は相談相手がいない」
など独りで悩みを抱え込んでいる状況があるようです。

　12月 20日（火）、市中央公民館で、こころの健康づくり講演会を開催し、約 130 人の方が参加しました。
ＮＰＯ法人自死遺族支援ネットワークＲｅ代表の山口和弘氏を講師に迎え「自殺の現状と理解～私たちにで
きること」と題しての講演と地域における自殺対策の取り組みとして、日吉地域の西郷サロンと市の取り組
みの紹介などシンポジウムを行いました。日置市の自殺死亡率は、男性が女性より圧倒的に高く、働き盛り
の 40～ 50 代と高齢者が高い状況です。自殺を身近な問題としてとらえ、一人一人が、かけがえのない命
について向き合い、地域が一体となって自殺対策に取り組むことが大切です！

＜悩みを打ち明けられたら・・・＞
・�相談を受けるときはアルコールのない席で（アルコールは衝動性
を高めたり、質の悪い睡眠をもたらす：浅い眠りなど）
・�酒量が増える、自殺をほのめかす（消えてしまいたいなど）、自殺
未遂（大量服薬、リストカットなど）等自殺のサインは注意必要
・�自殺したいと相談されたら・・・話をそらさない、しかし独りで
抱えず、専門機関などに「つなげる」ことが大切

●身近な相談窓口
　日置市役所　℡ 099-273-2111　精神障害者相談支援事業所（向陽ホーム内）℡ 099-273-3767

●地域でできる「自殺対策」～日ごろからつながりを作っておく～
　日吉地域の西郷サロンは、男性参加者が約 3分の１と他地域と比較
すると多い状況です。雰囲気作り、内容の工夫など孤立しやすい男性
高齢者も参加しやすいよう趣向を凝らしています。日ごろから地域で
のつながりを作っておくこと（声かけ・集う場）が大切です。

●山口和弘氏の講演より
　「（交通事故に）気をつけてね」家族を送り出すとき意識せずとも自然に出ている言葉ですが、そのくらい
交通事故については、一人一人が身近な問題としてとらえています。自殺の問題については「自分に限って
は関係ない」「自分の家族にはありえない」など交通事故死の 6倍の尊い命が失われているにもかかわらず、
自殺の問題について目をそむけている状況があります。このことは、自殺のサインを見逃してしまったり、
相談できない環境にし、独りで抱え込んでしまう結果になります。まずは市民一人一人が自殺の現状を理解
し、身近な問題としてとらえることが大切です。また、自殺を大人の問題だけにせず、子どものころから自
殺（こころ）の問題について向き合い、高校生までに「相談の仕方を学ぶ」ことなど社会の仕組みとして取
り組んでいくことが求められています。

●日置市の現状

男性の参加が多い
西郷サロンの様子

7.5
10.7 11.711.8

17.8

悩みや困ったことを相談できる相手が身近に
いないと答えたひとの割合（％）

自殺率（H17～H20）…�人口 10 万人当たりの
自殺者数（％）



2012.2 18

�

一
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

岩
下　
　
翔し
ょ
う　

政
彦　
　
上
神
殿

中
薗　
　
蒼あ
お
い　

一
美　
　
徳
重
東

岩
川　
健け
ん

生せ
い　

友
和　
　
清
藤

益
山　
光み
つ
希き　
健
太　
　
猪
鹿
倉

中
山　
貴た
か

仁ひ
と　
照
貴　
　
平
古

池
亀　
祥
し
ょ
う
生せ

い　
敬
泰　
　
朝
日
ヶ
丘

堀
内
亜あ

弥や

芽め　
忠
司　
　
朝
日
ヶ
丘

矢
野　
　
良り
ょ
う　
康
弘　
　
銀
天
通

宇
都　
大ひ
ろ

夢む　
寛
高　
　
妙
円
寺
九
区

德
永
野の

乃の

花か　
道
夫　
　
飯
牟
礼
上

徳
永　
晴は

琉る　
一
志
登　
中
央
通

中
原　
花か

音の
ん　
幸
喜　
　
猪
鹿
倉

川
之
上
遼り
ょ
う

音と　
健
一　
　
郡
下

東
市
来
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

重
水　
俊と
し

哉や　
啓
徳　
　
田
之
湯

吹
上
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

本
山　
茜あ
か

里り　
隆
太　
　
赤
仁
田

酒
匂　
維い

織お
り　
和
也　
　
東
宮
内

上
原　
美み

月つ
き　

知
之　
　
窪
田

�
一
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

橋
口　
義
光　
　
81　
麓
東

新　
　
ニ
ワ　
　
87　
麦
生
田

吉
村　
久
子　
　
90　
麦
生
田

水
口　
昭
信　
　
64　
桑
畑

田
渕　
正
信　
　
89　
野
田

久
保　
正
人　
　
76　
上
神
殿

今
村
タ
マ
ヱ　
　
87　
善
福

石
田　
俊
治　
　
83　
妙
円
寺
二
区

門
松　
文
子　
　
95　
中
央
通

町
田　
正
和　
　
76　
上
土
橋

大
内
山
イ
チ
子　
83　
瀬
戸
内

下
笠　
夏
子　
　
88　
飯
牟
礼
下

四
郎
園　
巖　
　
78　
上
方
限

橋
口
サ
チ
子　
　
74　
朝
日
ヶ
丘

中
原　
尚
德　
　
83　
妙
円
寺
二
区

迫
田　
サ
ヱ　
　
87　
妙
円
寺
八
区

東
市
来
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

松
尾
エ
ミ
子　
　
83　
駅
前

德
重　
年
吉　
　
83　
梅
木

濵
田　
　
増　
　
77　
中
央

米
丸　
節
江　
　
77　
元
伊
作
田

西
園　
端
志　
　
88　
堀
内

鹿
丸
フ
ヂ
ヱ　
　
102　
駅
前

室
之
園
フ
ヂ
ノ　
83　
下
養
母

鮫
島　

雄　
　
82　
田
代

迫　
　
泰
彦　
　
65　
坂
之
上
下

永
井　
　
實　
　
85　
大
平

米
澤　
時
道　
　
79　
北
山

久
保　
正
春　
　
85　
荻

東
峯　
清
一　
　
82　
下
養
母

鮫
島　
重
治　
　
92　
田
代

山
﨑
喜
代
子　
　
84　
梅
木

中
間　
　
忍　
　
79　
柿
之
迫

日
吉
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

元
山　
綾
子　
　
76　
八
幡

坂
口　
　
勇　
　
83　
西
郷

古
川
フ
ヂ
エ　
　
85　
日
新

潟
山　
善
藏　
　
86　
二
潟

奥　
　
里
美　
　
74　
二
潟

宮
下
ハ
ル
ヱ　
　
86　
草
見

上
床　
フ
ヂ　
　
84　
毘
沙
門

鵜
狩　
國
雄　
　
92　
柿
の
谷

岩
井
田
タ
ツ　
　
84　
扇
尾

吹
上
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

池
畑
ユ
キ
エ　
　
93　
亀
原

宇
田　
重
志　
　
92　
花
熟
里

石
田
ト
シ
子　
　
92　
下
中
之
里

安
藤　
チ
エ　
　
85　
西
原

川
畑　
笑
子　
　
78　
南
湯
之
元

池
畑　
治
香　
　
91　
亀
原

※
訂
正
と
お
わ
び

　
広
報
ひ
お
き
１
月
号
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

　
Ｐ
18
ま
ち
の
話
題　

�

第
五
回
日
置
地
区
防
犯
少
年
剣
道
錬
成
大
会

　
誤　
十
一
月
二
十
九
日

　
　
　

 

↓

　
正　

�

十
一
月
十
九
日
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　吹上地域の坂元自治会にある中央公園には、江戸時代に、
伊作郷（吹上地域南部）のお仮屋がありました。お仮屋は現
在の役所にあたる施設ですが、身分の高い人の宿泊所も兼ね
ていました。
　お仮屋で行政の仕事をしていたのは地元の武士（郷

ごう

士
し

）達で、
トップは地

じ

頭
とう

という役職でした。地頭は藩主の名代として
権力を持っており、200 年余りの間、32 代にわたり年

とし

寄
より

、
与
くみがしら

頭、横
よこ

目
め

など多くの役職を従えて伊作郷を治めていました。
　歴代の藩主もときどき巡回し、立ち寄っています。幕末の
名君として知られる島津斉彬（1809～1858）が伊作郷お仮
屋に宿泊したとも言われています。斉彬は嘉永４年（1851）
に南薩一帯を巡回しています。その際に伊作で宿泊しています。
伊作郷お仮屋の図面が残っていますが、それを見ると、厩

うまや

や
居間が普段使うものとは別に作ってあります。それらは、身
分の高い人の専用であったことが分かります。斉彬もそうし
た部屋に泊まったかもしれません。

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
看
護
師
に

な
る
こ
と
で
す
。

　
私
は
小
さ
い
こ
ろ
、
体
が
弱
く

て
よ
く
入
院
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
看
護
師
さ
ん
が
一
生
け

ん
命
働
い
て
い
る
姿
が
、
今
に
な

り
か
っ
こ
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

点
て
き
を
す
る
時
注
射
を
す
る
の

で
、
私
は
と
て
も
い
や
で
し
た
。

で
も
、
看
護
師
さ
ん
が
、

「
す
ぐ
済
む
よ
。
は
い
終
わ
っ
た
」

と
優
し
く
声
を
か
け
て
安
心
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
そ
ん
な

優
し
い
看
護
師
さ
ん
に
な
り
た
い

で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
私
は
看
護
学
校

へ
行
っ
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
た
い
で
す
。
大
き
ら
い
な
注
射

も
克
服
し
て
、
患
者
の
方
々
を
安

心
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　
看
護
師
に
な
れ
た
ら
、
小
児
科

で
子
ど
も
達
の
笑
顔
を
た
く
さ
ん

見
た
い
で
す
。
今
の
う
ち
に
、
勉

強
を
一
生
け
ん
命
が
ん
ば
っ
て
、

す
て
き
な
看
護
師
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

永
吉
小
学
校
　
六
年
　
坊ぼ

う

野の

　
真ま

優ゆ 

さ
ん

78

伊
い

作
ざく

郷
ごう

お仮
かり

屋
や

と島津斉彬（吹上地域）

伊作郷お仮屋跡

270

吹上中

伊作小

日置市役所
吹上支所

さつま湖

す
て
き
な
看
護
師
を
目
指
し
て

『水彩画』
田
た

淵
ぶち

　岩
いわ

夫
お
さん（84歳） 東市来町長里

　子どものころから絵を描くことが好き
で、定年退職してから平成８年に東市来
町の生涯学習講座を受け、それから 1５
年間続けています。今は自主講座として
月に１回福宿先生に教えていただきなが
ら、みんなで集まり、仲間に囲まれなが
ら絵を描いています。
　場面を切り取る写真とは違い、絵には実物より良く描くことも
できるという魅力があり、そこが腕の見せどころであり難しい部
分でもあります。また、描く物の遠近を色のぼかし具合で表現で
き、そのぼかし具合を考えながら描くのは本当に楽しいです。
　これからも自主講座などを通して、水彩画ならではの楽しみ
を感じながら続けていきたいと思います。
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市の人口（住民基本台帳）
総人口　　５１，2４４人（▲５７）
　男　　　2４，０１6人（▲2４）
　女　　　2７，22８人（▲３３）
世帯数　　22，５３４　（▲26）
２月１日現在（　）は前月比
東市来地域　１2，３７８人
伊集院地域　2４，6７０人
日吉地域　　� ５，３96人
吹上地域　　� ８，８００人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「空高く防災を祈る」
　素晴らしい青空のもと１月８日、日置
市消防出初式が行われました。例年にな
い街頭パレードから始まり、吹上方面団
による放水演習があり、その迫力に観客
も大喜びでした。

No.8２ 平成24年2月号
　　　　　　　　２０1２． ２． ２4発行 　

「
あ
な
た
が
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
は
何
で
す
か
」。
と
質
問
さ
れ
た
ら
皆

様
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

す
ぐ
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
方
や
考

え
込
む
方
。
い
ろ
い
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
問
い
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
自
分
は

残
念
な
が
ら
後
者
で
し
た
▼
「
何
か
自

分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
役
に
立
ち
た

か
っ
た
ん
で
す
。
考
え
て
辿
り
着
い
た

先
が
消
防
団
で
し
た
。
体
力
だ
け
は
自

信
が
あ
っ
た
の
で（
笑
）」。
こ
れ
は
出
初

式
の
取
材
中
に
た
ま
た
ま
隣
に
い
た
消

防
団
員
の
方
に
「
ど
う
し
て
消
防
団
に

入
っ
た
ん
で
す
か
」
と
聞
い
た
時
の
答

え
で
す
。
こ
の
答
え
を
聞
い
た
時「
じ
ゃ

あ
自
分
は
地
域
の
た
め
に
何
が
で
き
る

ん
だ
ろ
う
」
と
自
問
し
て
し
ま
い
、
前

半
部
分
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
▼
家
に

帰
り
、
妻
に
聞
く
と
「
う
ー
ん
。
私
は

こ
の
子
を
日
置
市
の
一
員
と
し
て
し
っ

か
り
と
育
て
る
こ
と
か
な
」。
な
る
ほ
ど

そ
の
よ
う
な
貢
献
の
仕
方
も
。
地
域
貢

献
と
い
う
と
大
げ
さ
に
難
し
く
考
え
て

し
ま
い
ま
す
が
、
結
構
身
近
に
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
あ
な
た
が
地
域
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
す
か
」

編
集
た

い
む

市税の納付は、便利で確
実な口座振替を利用しま
しょう！
あなたの預貯金口座のあ
る金融機関へお申し込み
ください。

下養母自治会
（東市来地域）

　
下
養
母
自
治
会
は
、
東
市
来

地
域
の
中
心
部
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
平
成
二
十
四
年
二
月

一
日
現
在
で
百
五
十
五
世
帯
、

三
百
五
十
一
人
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

　
自
治
会
の
基
盤
が
非
常
に
し
っ

か
り
し
て
い
て
、
そ
の
基
盤
を
生

か
し
た
他
の
自
治
会
に
は
無
い
先

進
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

下
養
母
自
治
会
（
東
市
来
地
域
）

「
み
ん
な
現
役
と
も
に
活
動
」
で
き
る
自
治
会
を

　

鶴
丸
小
学
校
区
の
一
つ
で
あ
る
下

養
母
自
治
会
。
今
ま
で
築
い
て
き
た

自
治
会
基
盤
を
も
と
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
新
し
い
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
自
治
会
の
合
併
、
活
動

組
織
の
見
直
し
、
活
動
内
容
等
の
再

検
討
を
重
ね
、
高
齢
化
に
見
合
う
取

り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
「
冠
婚
葬
祭
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
事
項
」
を
住
民
の
要
望
を
も
と

に
、
当
事
者
も
出
席
者
も
か
か
わ
り
や

す
い
方
式
・
内
容
に
改
め
ま
し
た
。

　

自
治
会
発
展
の
た
め
に
は
、
役
員

だ
け
で
な
く
会
員
自
身
の
努
力
も
必

要
で
す
。
年
に
一
回
「
研
修
視
察
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
営
農

組
合
関
係
の
視
察
に
八
十
一
人
が
参

加
。
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
自
治
会
発

展
の
意
欲
を
持
た
れ
た
こ
と
や
、
参

加
者
同
士
の
親し

ん

睦ぼ
く

が
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
毎
年
の
実
施
を
希
望
す

る
声
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
自
主
的
な
活
動
と
し

て
、「
市
道
、
農
道
の
伐
採
作
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
事
業

の
作
業
で
は
、
危
険
で
手
が
回
ら
な

い
場
所
が
年
々
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
を
専
門
的
技
術
を
持
つ
会
員
を
中

心
に
作
業
し
て
い
ま
す
。
行
政
に
頼

り
切
り
の
集
落
の
道
路
管
理
に
新
た

野
の
元
もと
正
まさ
利
とし
会長

たくさん参加いただきました

憩いの場じぃばぁ花園

な
解
決
策
を
見
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
じ
ぃ
ば
ぁ
花
園
」
は
住
民
発
案

で
作
ら
れ
た
花
園
で
す
。
地
域
を

も
っ
と
き
れ
い
に
、
た
ま
に
は
顔
で

も
合
わ
せ
語
り
、
そ
し
て
み
ん
な
で

お
茶
で
も
飲
み
ま
し
ょ
う
と
い
う

「
花
よ
り
談
話
」
の
取
り
組
み
で
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
高
齢
の
方
々
に
対

し
、
高
齢
者
と
い
う
言
葉
を
捨
て
て
、

地
域
の
大
先
輩
と
し
て
の
見
方
や
接

し
方
に
切
り
替
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

大
先
輩
に
は
長
年
培
っ
た
技
術
や

経
験
そ
れ
に
知
恵
が
貯
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
を
自
治
会
活
動
に
生

か
し
て
も
ら
う
た
め
で
す
。

　
「
み
ん
な
現
役
、
み
ん
な
で
活
動
」

を
新
た
な
目
標
に
加
え
て
、
自
治
会

運
営
を
す
す
め
て
い
き
た
い
で
す
。


